
ロゴマーク一般投票
多 摩 産 材 認 証 協 議 会 事 務 局 （ 一 般 社 団 法 人  東 京 都 森 林 協 会 内 ）

と う き ょ う の 木新 愛 称

多摩産材認証協議会事務局（一般社団法人東京都森林協会内）

※電話・FAX での投票は受け付けておりません。

投票はこちらから

東京多摩地域の森林から生産され、多摩産材認証協議会が産地を証明した木材が「東京の木多摩産材」です。 この度、

「東京の木多摩産材」の愛称が「とうきょうの木」に決定いたしました。多くの方に知ってもらい、使ってもらうために、

親しみやすいロゴマークを選考しています。現在、６つの候補が選ばれています。そこで、愛称にピッタリと思うも

のを選び、１票を投じてください。皆さまからの投票の結果やご意見・ご感想を参考に、多摩産材認証協議会でロゴマー

クを決定させていただきます。

電話

お問い合わせ

A

東京の高層ビルと降り注ぐ太

陽、多摩地区の山々、空気や

水を表し、それぞれが循環し、

人々の暮らしを支える様子を

表現した。

立方体にも正六角形にも見え

る図形の中には、「ＴＯＫＹＯ」

が隠れている。木材が組み合

わさった様子や家づくりの構

造を表現した。

多摩産材の「多」の字をモチー

フに、伝統とモダンを掛け合

わせた。東京多摩地域の木材

とそれを使う人々をつなぐと

いう意味を込めた。

無限「∞」と年輪を掛け合わ

せることでサステナブル性を

表現し、「多摩産材の利用に

より森林や社会の循環が続い

ていくように」という願いを

込めた。

「東京の空へ向かって伸びて

いく木と建築」をイメージし

た。新しいものへ向かって進

んでいくこと・自然の循環・

人の調和を表現した。

「とうきょうの木」を使って

組み立てるイメージで最初の

文字「と」をつくり、しっか

りした素材でつくられている

ことを表現した。

B

C D

E F

FAX 042-597-1520
WEB 投票フォームにて

042-597-2881 9/30 まで木


